
明
治
中
期
の
真
俗
二
諦
論
と
清
沢
満
之

安 

富 

信 

哉 

清
沢
満
之
が
そ
の
晚
年
に
大
き
な
関
心
を
払
っ
た
主
題
に
真
宗
の
俗
諦
義
が
あ
る
。
清
沢
は

、
そ
の
逝
去
の
五
日
前
に
大
浜
の
自
坊
西 

方
寺
か
ら
東
京
の
浩
々
洞
の
暁
烏
敏
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で' 

原
稿
は
三
十
日
の
夜
出
し
て
置
き
ま
し
た
か
ら' 

御
入
手
に
な
り
た
こ
と'

存
じ
ま
す
。

別
に
感
ず
べ
き
点
も
な
い
と
思
ひ
ま
し
た 

が
、
自
分
の
実
感
の
極
致
を
申
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
前
号
の
俗
諦
義
に
対
し
て
真
諦
義
を
述
べ
た
積
り
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
こ 

の
俗
諦
義
に
つ
い
て
は' 

多
少
学
究
的
根
拠
を
押
へ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
御
面
晤
の
節
に
譲
り
ま
す
が
、
大
体
は
、
通 

常

三

毒

段

と

申

す

所

に

あ

る

「
宜
各
勤
精
進
努
力
自
求
之
云
々
」

と'

「努
力
勤
修
善
精
進
願
度
世
云
々
」

の
二
文
を
眼
目
と
見
ま 

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
(

そ
こ
で
あ
そ
こ
は
三
毒
段
と
名
づ
く
る
の
は
如
何
と
存
じ
ま
す
。

三
毒
段
と
す
れ
ば
、

貪
瞋
の
二
つ
の
前 

後
に
今
の
二
文
が
あ
っ
て' 

其
の
後
に
愚
痴
の
段
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
生
は
、
あ
の
三
毒
段
五
悪
段
を
合
し
て
善
悪
段
と 

し
、

其
の
内
を
所
謂
三
毒
段
を
総
説
段
と
し
、

所
謂
五
悪
段
を
別
説
段
と
し
て
科
す
る
が
宜
敷
か
と
思
ひ
ま
す
。)

尚
ほ
こ
ん
な
事 

­

ニ
点
研
究
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
東
方
聖
書
の
英
文
大
経
、
佐
々
木
君
が
御
あ
き
で
あ
れ
ば
拝
借
し
た
く
あ
り
ま
す
か
ら
、
 

宜
敷
御
願
下
さ
れ
て
、
御
都
合
出
来
れ
ば
御
入
来
の
節
御
貸
附
を
願
ひ
ま
す
。 

(
『
清
沢
満
之
全
集
』
换
-

一
六
九
頁) 

と
書
い
て
い
る
。

こ
の
書
簡
の
な
か
で
、
清
沢
は
、
彼

の

絶

筆

と

な

っ

た

原

稿

「我
は
か
く
の
如
く
如
来
を
信
ず
」
(

我
が
信
念)

を

、

雑

1



誌

『
精
神
界
』

に
掲
載
す
べ
・
く
送
ら
た
旨
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
そ

の

「
前
号
の
俗
諦
義.
」

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る 

こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。

「
前
号
の
俗
諦
義
」
と
い
う
の
は
、

「
宗

教

的

道

徳(

俗
諦)

と
普
通
道
徳
と
の
交
渉
」

と
い
う
論
稿
を
さ
し
て 

い
る
。

現
在
、
真
俗
二
諦
と
い
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
真
俗
二
諦
の
語
は
、
も
と
仏
教
教
義
を
明
か
す
に
つ
い
て 

用
い
ら
れ' 

多
く
の
経
論
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
真
諦
と
は
勝
義
諦
と
か
第
一
義
諦
と
も
語
ら
れ
、
俗
諦
と
は
世
俗
諦
・
と 

か
世
諦
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
多
様
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
真
諦
と
は
、
出
世
間
的
究
極
的
な
立
場
で
の 

真
理
ゝ
俗
諦
と
は
、
そ
れ
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
、
世
俗
的
相
対
的
な
立
場
で
の
真
理
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。

親
鸞
に
お
い
て
、

真
俗
二
諦
の
語
は
、
『
教
行
信
証
』

化

身

土

巻

の

『
末
法
燈
明
記
』

の
引
文
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、

そ
れ
自
体 

が
主
題
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
概
念
は
、
真
宗
教
団
が
発
展
し
た
中
世
期
、
王

法

・
仏
法
の
語
で
績
極
的
に 

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
存
覚
は
、

仏
法
王
法
は
一
双
の
法
な
り
、
鳥
の
ふ
た
つ
の
つ
ば
さ
の
如
し
。
車
の
ふ
た
つ
の
輪
の
如
し
。

ひ
と
つ
も
欠
け
て
は
不
可
な
り
。

か 

る
が
ゆ
え
に
仏
法
も
て
王
法
を
ま
も
り' 

王
法
を
も
て
仏
法
を
あ
が
む
。
 

(

『
破
邪
顕
正
鈔
』
中

，
聖
全
三
・
一
七
三) 

と
い
う
。

ま
た
蓮
如
は
、

こ
と
に
ほ
か
に
は
王
法
を
も
て
お
も
て
と
し
、
内
心
に
は
他
力
の
信
心
を
深
く
た
く
は
へ
て
、
世
間
の
仁
義
を
も
て
本
と
す
べ
し
、 

こ
れ
す
な
は
ち
当
流
に
さ
だ
む
る
と
こ
ろ
の
お
き
て
の
を
も
む
き
な
り
と
こ
こ
ろ
う
べ
き
も
の
な
り
。

(
『
お
文
』
第
二
帖
六
通.

聖
全
三.

四
三
四) 

と
記
し
、
さ

ら

に

「
王
法
は
額
に
あ
て
よ
。

仏
法
は
内
心
に
深
く
蓄
え
よ
」
(

『
御
一
代
記
聞
書
』

一
四
一)

と
誡
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に' 

中
世
以
来
、
真
宗
は
仏
法
を
本
旨
と
し
つ
つ
も
、
世
法
た
る
王
法
を
無
視
す
る
も
の
で
は
な
い
と
示
さ
れ
て
き
た
。
 

と
こ
ろ
が
近
代
国
家
と
し
て
日
本
が
出
発
し
た
明
治
期
に
入
る
と
、
世
俗
倫
理
と
の
調
和
が
真
宗
に
求
め
ら
れ
、
王
法
と
仏
法
の
語
は
、
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真
諦
と
俗
諦
の
語
に
置
き
換
え
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
二
年
九
月
に
西
本
願
寺
の
法
主
広
如
が

出
し
た
「消
息
」
や
明
治 

ハ
年
六
月
に
東
本
願
寺
の
法
主
厳

如
が

出
し
た
「
五
箇
条
篇
目
の
消
息
」

に
は
、

二
諦
相
依
の
教
旨
は
真
宗
の
根
幹
で
あ
る
と
表
明
さ
れ 

て
い
る
。

や
が
て
真
俗
二
諦
は
、
事
あ
る
ご
と
に
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
論
者
の
な
か
に
は
、
天
皇
制
国
家
へ
の
協
力
を' 

真
俗
二 

諦
論
に
基
づ
い
て
績
極
的
に
説
く
者
も
多
く
あ
ら
わ
れ
た
。

佐
々
木
月
樵
は
、
明
治
時
代
に
お
け
る
真
俗
二
諦
説
の
代
表
的
な
も
の
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
列
記
し
て
い
る
。

ー
ー
併
行
説
—
島
地
(

黙
雷)

師

—
流
出
説I

赤
松
(

連
城)

師

——
人
聞
説
—
占
部

明
治
時
代
—

——
法
器
説
—
吉
谷

—
道
徳
説
—
村
上

ー
ー
案
内
説
—
清
沢

(

観
順)

(

覚
寿)

(

専
精)

(

満
之)

師師師師

(
『
真
宗
概
論
』
第
七
講
、
真

俗

・
『
佐
々
木
月
樵
全
集
』
五

・
ハ
五
〇
頁)

真
諦
と
俗
諦
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
各
説
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
と
く
に
清
沢
満
之
に
つ
い
て
は
案
内
説
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
案
内 

説
と
は
、
俗
諦
道
徳
が
真
諦
へ
導
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
で
、
当
時
主
流
で
あ
っ
た
真
俗
両
輪
論
あ
る
い
は
両
翼
論
の
な
か
で
は
特
異

な
位
置
を
占
め
る
。

思
う
に
、

こ
の
清
沢
の
二
諦
論
へ
の
関
心
は
、
彼
自
身
が
終
生
自
ら
の
身
を
も
っ
て
対
決
し
て
き
た
倫
理
の
問
題
に
由
来
す
る
が
、
そ 

れ
と
同
時
に
、
清
沢
が
主
体
的
に
係
わ
り
、
批
判
の
眼
を
注
い
だ
東
本
願
寺
の
宗
門
状
況
、
あ
る
い
は
法
主
の
名
で
度
々
発
せ
ら
れ
た
垂 

示
の
内
容
に
触
発
さ
れ
た
面
も
看
過
で
き
な
い
。

両
堂
再
建
や
負
債
償
却
な
ど
の
た
め
に
、
ま
た
日
清
戦
争
に
際
し
て
は
国
家
協
力
の
た 

め
に
多
大
な
資
金
を
必
要
と
し
た
明
治
の
宗
門
は
、
そ
の
募
財
の
達
成
に
あ
た
っ
て
垂
示
を
頻
発
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
用
い
ら
れ
た
有
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ヵ
な
論
理
が
真
俗
二
諦
論
で
あ
っ
た
。

清
沢
が
真
宗
の
真
俗
二
諦
論
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、

こ
の
よ
う
な 

宗
門
状
況
も
ま
た
絡
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
論
で
は
、
と
く
に
明
治
中
期
の
宗
門
の
真
俗
二
諦
論
を
視
点
と
し
て' 

清
沢
に
お
け 

る
俗
諦
観
の
形
成
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
い
。

ー
 

明

治

中

期

の

真

宗

大

谷

派

と

真

俗

二

諦

論

&
 

両
堂
再
建
と
真
俗
二
諦
論

明
治
二
〇
年
代
に
は
、
大
谷
派
教
団
は
、
幕
末
の
戦
火
で
焼
失
し
た
両
堂
の
再
建
と
負
債
の
返
却
と
い
う
二
大
事
業
を
か
か
え
、
当
時 

の
金
額
で
合
計
一
千
万
円
と
い
う
巨
大
な
資
金
を
必
要
と
し
た
。

明
治
二
ニ
年
五
月' 

そ
の
両
堂
再
建
事
業
の
一
環
と
し
て
、
大
師
堂
の 

上
棟
式
が
行
わ
れ
、
募
財
が
要
請
さ
れ
た
が
、
そ
の
折
法
主
厳
如
の
名
で
垂
示
が
出
さ
れ
た
。

就
テ
ハ
兼
テ
聴
聞
ノ
如
ク
、
愈
々
二
諦
相
依
ノ
宗
意
ヲ
守
り
今
生
一
ー
於
イ
テ
ハ
王
法
ヲ
本
ト
シ
人
道
ヲ
覆
ミ
我
身
自
身
ノ
出
離
ノ 

ー
 

大

事

ヲ

心-
ー
掛
ヶ:

：:

愈
々
一
月
親
示
ノ
趣
キ
ヲ
服
膺
シ
、
此
上
一
キ
ワ
尽
力
致
シ
、
速
-
一
両
堂
再
建
ノ
工
事
、
勧
学
布
教
ノ
目
的 

ノ
達
セ
ラ
ル
ル
様
、

ワ
ケ
テ
報
謝
ノ
懇
念
ヲ
運
ヒ
呉
レ
ヲ
レ
度
宜
シ
ク
タ
ノ
ミ
入
レ
置
ク
。 

(

阴
治
二
六
年
九
月
「
本
山
事
務
報
告
」) 

当
時
、
絶
大
な
宗
教
的
権
威
を
も
っ
て
い
た
法
主
の
名
で' 

こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
通
達
が
宗
門
の
僧
侶
に
向
け
て
頻
繁
に
発
せ
ら
れ
た
。
 

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に' 

二
諦
相
依
の
宗
意
を
守
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
現
世
に
は
王
法
為
本
に
立
つ
べ
き
こ
と
が
説
か
れ' 

そ
れ
を
基 

調
と
し
て
両
堂
再
建
の
た
め
に
各
自
が
尺
ヵ
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
王
法
為
本
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
説
か
れ
た
の
は
、
天
皇
の
恩
と
仁
義
忠
孝
の
道
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
真
宗
の
教
義
を
天
皇
制 

思
想
に
は
め
て
保
証
し
、
宗
門
が
国
家
か
ら
逆
に
支
え
ら
れ
よ
う
と
す
る
意
図
が
み
え
る
。
厳
如
逝
去
の
あ
と
新
法
主
と
な
っ
た
現
如
の 

名
で

、

「
天
皇
陛
下
ヲ
始
メ
奉
り
名
臣
賢
相
等
ノ
外
護
ノ
恩
ヲ
報
シ:

：:

仁
義
忠
孝
ノ
道
ヲ
相
守
り
他
力
金
剛
ノ
信
心
ヲ
速
ニ
決
定
シ
、

4



イ
ヨ
イ
ヨ
ニ
諦
相
依
ノ
宗
義
ヲ
誤
ラ
ヌ
様:

：:

尚

、
現
当
二
世
心
得
、

誤
り
ナ
キ
様
宗
意
ヲ
守
り
法
義
相
続
大
切-
一
致
セ
」
(

明
治
二
七
年 

五
月
ハ
日
「
本
山
事
務
報
告
号
外
」)

と
い
う
通
達
が
出
さ
れ
る
が
、

こ
こ
に
も
そ
の
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
る
。

そ

し

て

こ

の

「
師
命
」

を
受 

け
る
形
で
、
当
時
、
宗

門

の

内

事

・
会
計
・
教
学
に
お
い
て
専
制
的
な
体
制
を
敷
い
て
い
た
執
事
の
渥
美
契
縁
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
演
説 

を
行
っ
て
い
る
。

約
ル
ト
コ
ロ
ハ
俗
諦
門
ノ
仁
義
忠
孝
ノ
道
ヲ
御
引
キ
立
テ
遊
ハ
サ
ル
ル
御
意
ヨ
リ
御
懇
ロ
ナ
ル
法
要
ヲ
御
執
行
二
相
成
ル
コ
ト
、
然 

レ
バ
此
御
法
縁
一
一
遇
ヒ
奉
リ
シ
面
面
八
兼
子
テ
聴
聞
致
サ
ル
ル
俗
諦
門
ノ
御
化
導
仁
義
忠
孝
ノ
道
ヲ
オ
ロ
ソ
カ
ニ
思
ハ
ヌ
様
娑
婆
逗 

留
ノ
其
間
八
王
法
ヲ
本
ト
シ
仁
義
ヲ
先
ト
シ
人
タ
ル
者
ノ
道
ヲ
踏
外
サ
ヌ
様
致
セ
ヨ:

：:

娑
婆
一
一
命
ノ
ア
ル
間
ハ
表-
一
ハ
仁
義
ノ
道 

ヲ
守
リ
君
一
一
忠
、
親
に
孝' 

兄
弟
中
ヨ
ク
、
夫
婦
睦
ク
、
人
一
一
対
シ
テ
ハ
実
意
ヲ
以
テ
交
り
朝
ナ
タ
ナ-
一
国
家
ノ
為
メ'

御
国
ノ
為 

/

卜
云
事
ヲ
忘
レ
ヌ
様
心
掛
ケ
ラ
レ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。

以
下
略 

(
渥
美
契
縁
執
事
「
同
」) 

一
般
に
法
主
の
垂
示
の
記
事
の
あ
と
に
は
、
執
事
や
学
者
が
こ
れ
を
受
け
て
演
説
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

こ
の
渥
美
の
演
説
を
一 

瞥
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
真
諦
が
死
後
未
来
の
事
柄
と
み
な
さ
れ
、
専
ら
天
恩
を
報
じ
、
仁
義
忠
孝
の
道
を
歩
む
こ
と
が
俗
諦
と
し
て
強 

調
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

い
わ
ば
天
恩
と
忠
孝
の
道
を
説
い
て
、
法

義

相

続

".
一
諦
相
依
を
呼
び
か
け
る
図
式
で
あ
る
。

と
く
に
こ
の
演 

説
の
後
半
は' 

明
治
二
三
年
一
〇
月
三
〇
日
発
布
の
教
育
勅
語
の
内
容
と
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
国
家
の
教
育
勅
語
体
制
の
展
開 

の
な
か
で
、
そ
の
体
制
に
乗
り
か
か
る
形
で
真
俗
二
諦
論
が
説
か
れ
て
い
く
の
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
な
渥
美
の
姿
勢
に
対
し
て
、
清
沢 

が

や

が

て

「師
命
論
」(

『
教
界
時
言
』
明
治
三
〇
年
一
月)

で

「師
命
を
濫
用
し:

：:

そ
の
執
務
の
間
に
、
宗
務
を
非
議
す
る
も
の
を
圧
せ
ん 

が
為
に
、
漫
り
に
御
垂
示
を
濫
用
し
て
門
末
を
強
制
し
、
愚
昧
を
欺
き
て
そ
の
説
に
妄
従
せ
し
め
ん
こ
と
を
企
て
」

と
激
し
く
叩
い
た
こ 

と
は
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
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わ

日

清

戦

争

と

真

俗

二

諦

論 

天
恩
と
忠
孝
を
真
俗
二
諦
の
名
の
も
と
に
強
調
す
る
こ
と
は
、
明
治
二
七
年
ハ
月
に
始
ま
っ
た
日
清
戦
争
に
際
し
て
発
布
さ
れ
た
通
達 

に
も
顕
著
た
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
垂
示
を
み
よ
う
。

今
般
朝
鮮
ノ
騒
乱
一
一
起
因
シ
テ
清
国
ト
交
戦
ノ
端
ヲ
開
キ
竟-
一
宣
戦
ノ
詔
勅
ヲ
下
サ
セ
ラ
ル
ル
ニ
至
ル
。

洵
一
—
国
家
ノ 

ー
大
事
何
事 

カ
之
一
一
過
ン
。
荀
モ
帝
国
ノ
臣
民
タ
ル
モ
ノ
此
時
一
一
際
シ
、
宜
シ
ク
義
勇
君
国
一
一
奉
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論' 

殊
ニ
本
宗
ノ
門
徒
二
在
テ
ハ 

豫
亍
教
示
ス
ル
処
ノ
ニ
諦
相
依
ノ
宗
義
二
遵
ヒ
朝
家
ノ
為
国
民
ノ
為
御
念
仏
候
フ
へ
シ
ト
ノ
祖
訓
ヲ
服
膺
シ
、
専
心
一
途
報
国
ノ
忠 

誠
ヲ
抽
シ
、
応
分
ノ
金
品
ヲ
献
納
シ
テ
軍
資
ノ
ー
端
ー
ー
供
シ
相
当
ノ
物
品
ヲ
寄
贈
シ
テ
在
外
兵
士 
ノ
労
苦
ヲ
慰
メ
以
テ
軍
気
ノ
振
興 

ヲ
助
ケ
ン
コ
ト
ヲ
希
図
シ
、
其
名
ヲ
軍
籍
ニ
係
ル
者
ハ
速
二
他
力
本
願
ヲ
信
シ
テ
、
平
生
業
成
ノ
安
心
ニ
住
シ
、
身
命
ヲ
国
家
一
一
致 

シ
ス
コ
シ
モ
恐
ル
ル
所
ナ
ク
勇
往
奮
進
以
テ
国
威
ヲ
発
揚
シ
同
心
一
致
海
岳
ノ
天
恩
二
奉
答
ス
ヘ
シ
。

是
則
チ
帝
国
臣
民
ノ
義
務
ヲ 

尽
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
即
亦
本
宗
念
仏
行
者
ノ
本
分
ヲ
守
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
門
末
ノ
輩
宜
シ
ク
詔
勅
ノ
聖
旨
ヲ
奉
体
シ
竭
誠
尽
カ
ス
ヘ
シ
。

(

明
治
二
七
年
ハ
月
六
日
「
本
山
事
務
報
告
」) 

日
本
の
宗
教
界
は
、
仏
教
界
は
も
と
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
界
も
、
開
戦
と
と
も
に
戦
争
を
支
持
す
る
声
が
高
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
義 

戦
論
の
声
が
世
間
に
広
ま
っ
て
い
く
な
か
で
、
真
宗
は
率
先
し
て
国
家
へ
の
赤
誠
を
強
調
し
た
。
戦
争
中
に
発
布
さ
れ
た
数
々
の
垂
示
は
、
 

二
諦
相
依;

王
法
為
本
の
提
に
基
づ
い
て
、
天
恩
の
辱
け
な
さ
を
想
い
、
報
国
の
忠
誠
を
尽
す
べ
き
こ
と
を
顕
揚
し
、
ま
た
銃
後
に
あ
る 

門
末
が
、
外
地
の
兵
士
の
労
苦
を
慰
め
る
た
め
に
金
銭
を
献
納
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

真
俗
二
諦
を
ベ
ー

ス
と
す
る
こ
の
懇
志
の
呼
び
か
け
は
、
門
末
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
富
山
県
高
岡
の 

出
身
で
あ
る
横
山
源
之
助
は' 

当
時
の
宗
門
の
呼
び
か
け
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

我
郷
地
に
お
い
て
信
ぜ
ら
る
る
宗
教
は
固
よ
り
仏
教
に
し
て
、
そ
の
う
ち
大
谷
派
の
一
向
宗
は
一
番
隆
盛
な
り
…
：
，開
戦
せ
ら
れ
候
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当
時
は
、
我
下
層
社
会
一
般
の
議
論
は
、
戦
争
を
非
と
す
る
も
の
に
て
候
い
き
、
固
よ
り
廟
堂
の
或
諸
君
子
が
如
く
種
々
の
理
窟
あ 

り
て' 

さ
て
這
段
の
非
戦
論
出
で
候
に
て
は
こ
れ
な
く
、
詮
す
る
と
こ
軍
が
あ
っ
て
は
世
は
不
景
気
に
な
る
職
業
は
な
く
な
る
、
飯 

は
食
え
な
く
な
る
と
い
う
単
一
な
る
理
想
が
標
準
と
な
り
て
、
す
な
わ
ち
現
政
府
攻
撃
論
な
ど
幻
躍
候
な
れ:

：:

し
か
る
に
幾
月
な 

ら
ず
し
て
か
れ
ら
は
梅
干
を
集
め
、
績
子
を
献
納
候
熱
心
な
る
に
到
り
候
は
、
そ
の
因
由
何
に
よ
り
て
か
然
る
か
と
申
候
に
、
即
ち 

真
俗
二
諦
を
教
理
と
せ
る
、
親
鸞
宗
の
僧
侶
達
が
説
教
候
感
化
な
り
と
御
承
知
あ
れ
。:

：:

ま
し
て
本
山
よ
り
内
意
に
て
も
あ
り
た 

ら
ん
も
の
か
、
平
常
に
倍
し
て
熱
心
に
敏
活
に
、

一
種
の
戦
争
談
を
法
壇
の
上
よ
り
説
教
と
な
り
て
話
せ
ら
る
る
を
聴
き
、

日
に
映 

じ
て
消
ゆ
る
薄
氷
の
如
く
、

い
っ
と
は
な
し
に
不
平
の
声
も
失
せ
行
き
候
て
、

一
層
激
し
く
戦
争
を
気
に
掛
け
候
様
相
成
候
段
、
結 

果
よ
り
相
見
候
わ
ば
、.
不
思
議
な
位
に
御
座
候
。

戦
争
と
宗
教
、
個
々
そ
の
面
目
主
義
の
上
に
千
万
里
と
相
違
有
之(

こ
れ
あ
り)

候
覚
え
ら
る
る
に
、
変
な
と
こ
ろ
で.
一
致
和
合
候

③
 

「こ
そ
奇
現
象
な
り
。 

(

「
戦
争
と
地
方
労
役
者
」
明
治
二
七
年
一
ニ
月
二
八
日
『
毎
日
新
聞
』) 

戦
時
協
力
の
実
態
を
、
横
山
は
、

い
か
に
も
社
会
問
題
研
究
家
ら
し
く
鋭
利
な
筆
先
で
抉
っ
て
い
る
。
彼
が
み
た
高
岡
の
下
層
社
会
は
、
 

戦
争
前
に
は
厭
戦
気
分
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
や
が
て
本
山
の
要
請
で
金
銭
や
物
品
を
献
納
す
る
よ
う
に
な
り
、
戦
時
協
力
に
傾 

い
て
ゆ
く
が
、

そ
こ
に
は
、
「
真
俗
二
諦
を
教
理
と
せ
る
、

親
鸞̂

！ホ
の
僧
侶
達
が
説
教
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。

貧
し
い
人
々
が
納
志
す
る 

,

の
は
大
変
に
因
難
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
い
っ
し
か
卒
先
し
て
身
銭
を
切
っ
て
相
当
の
懇
志
を
本
山
に
送
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
背
景 

に
は
：
民
衆
の
心
情
の
な
か
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、 

彼
ら
の
精
神
生
活
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
た
地
方
の
僧
侶
た
ち
の
活
動
が
あ 

っ
た
。

国
家
へ
の
忠
誠
に
ひ
た
す
ら
傾
い
て
い
っ
た
当
時
の
宗
門
は
、
僧
侶
と
門
徒
と
の
あ
い
だ
に
介
在
し
た
相
互
の
信
頼
関
係
を
利
用 

し
て
、
真
俗
二
諦
の
名
の
も
と
に
門
末
を
国
策
協
力
へ
と
か
ら
め
と
っ
て
い
っ
た
。
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二
清
沢
満
之
と
真
俗
二
諦
論

&
 

二

諦

論

の

形

成

明
治
二
ー
年
七
月
に
京
都
府
尋
常
中
学
に
赴
任
し
た
清
沢
満
之
は
、
僧
風
の
頹
廃
を
実
感
し
、
や
が
て
自
ら
真
の
仏
者
た
ら
ん
と
し
て
、
 

厳
し
い
禁
欲
生
活
、

い
わ

ゆ

る

ミ

ニ

マ

ム

・
ポ
シ
ブ
ル
の
実
験
を
開
始
す
る
。

こ
の
頃
の
清
沢
は
、
真
宗
俗
諦
の
問
題
に
は
あ
ま
り
関
心 

を
示
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

つ
ぎ
の
こ
と
ば
が
残
さ
れ
て
い
る
。

仁
義
忠
孝
の
天
恩
を
奉
戴
し
て
、
人
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
よ
う
、
自
身
も
や
り
そ
こ
な
ひ
を
し
な
い
様
、
互
に
悪
を
誡
め
善
を
勧
め
て
、
 

生
き
て
は
国
家
の
良
民
と
な
り' 

死
し
て
安
養
浄
土
の
快
楽
を
受
く
る
は
、
実
に
不
可
思
議
の
因
縁
な
り
と
存
知
し
て
、
有
難
く
目 

出
度
く
真
俗
二
諦
の
喜
を
得
奉
り
、
称
名
し
乍
ら
勉
強
す
る
の
が
肝
要
。

(

明
治
二
六
年
一
月
二
六
日
「
報
恩
講
日
記
」
・
『
全
集
』
皿

，
四
九
七
頁) 

現
世
に
お
い
て
は
仁
義
忠
孝
と
廃
悪
修
善
の
道
に
立
ち
、
来
世
に
お
い
て
は
安
楽
浄
土
に
生
ま
れ
ん
と
い
う
。

こ
の
一
節
を
読
む
か
ぎ 

り
で
は
、
清
沢
は
当
時
の
二
諦
論
の
通
念
を
全
面
的
に
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
る
。

宗
門
に
提
示
さ
れ
た
二
諦
論
は
、
儒
教
と
国
家
主
義
に
枠
づ
け
ら
れ
た
王
法
為
本
の
立
場
に
そ
の
特
質
が
あ
る
。

こ
こ
に
護
国
思
想
的 

な
真
宗
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
が
天
皇
制
の
問
題
と
絡
ん
で
後
々
ま
で
尾
を
引
く
こ
と
に
な
る
。

宗
門
に
示
さ
れ
た
二
諦
論
は
、
構
造
的 

に
み
れ
ば
大
変
に
分
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
真
諦
を
死
後
の
往
生
に
、
俗
諦
を
現
在
の
道
徳
——

し
か
も
儒
教
的
な
そ
れ 

——

に
配
し
、
と
も
に
成
立
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
垂
示
は
、
そ
の
よ
う
な
二
諦
論
の
立
場
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
 

王
法
仏
法
は
車
の
両
輪
鳥
の
両
翼
の
如
く
須
叟
も
離
る
べ
か
ら
ず
。
も
し
王
法
の
御
ま
も
り
が
な
け
れ
ば
折
角
人
間
に
生
れ
な
が 

ら
人
た
る
道
を
尺
す
こ
と
は
な
ら
ぬ
。

又
い
か
に
王
法
の
御
ま
も
り
が
あ
れ
ば
と
て
仏
法
の
尊
き
い
は
れ
を
聴
聞
せ
ね
ば
、
未
来
の
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一
大
事
に
安
堵
い
た
す
こ
と
は
か
な
は
ぬ
。
就
い
て
は
我
が
流
れ
を
汲
む
門
葉
は
二
諦
相
依
の
宗
義
を
堅
く
相
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

固
よ
り
真
諦
門
に
於
い
て
は
専
ら
出
離
の
要
法
を
説
き
、
俗
諦
門
に
は
王
法
仁
義
の
人
道
を
示
す
こ
と
、
宗
祖
大
師
立
教
開
宗
よ
り 

こ
の
か
た
我
が
宗
意
安
心
に
於
い
て
は
い
さ
さ
か
も
か
は
る
こ
と
は
な
け
れ
と
も
聞
く
人
々
の
心
に
よ
り
て
や
や
も
す
れ
ば
現
当
二 

世
心
得
違
の
輩
あ
り
て
は
な
ら
ぬ:

：:

此
世
の
縁
尽
き
次
第
安
養
浄
土
の
蓮
の
臺
へ
往
生
遂
る
仕
合
せ
者
な
れ
ば
愈
々
今
生
に
あ
る 

か
ぎ
り
は
王
法
を
本
と
し
仁
義
を
先
と
し
て
人
間
の
本
分
に
そ
む
か
ぬ
や
う
大
切
に
心
を
か
け
未
来
の
一
大
事
は
仏
智
不
思
議
の
他 

力
に
ま
か
せ
、
娑
婆
逗
留
の
其
間
は
報
謝
の
称
名
怠
り
な
く
愈
々
法
義
相
続
を
大
切
に
致
す
よ
う
。

(

明
治
三〇

年
一
〇
月
「
常
葉
」
第2

号) 

王

法
(

俗
諦)

と

仏

法
(

真
諦)

の
関
係
を
車
の
両
輪
あ
る
い
は
鳥
の
両
翼
に
喩
え
、

二
諦
相
依
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
古
典
的
で
あ
る 

が
、

こ

こ

で

強

調

さ

れ

る

の

は

「
現
当
二
世
の
心
得
」

で
あ
る
。

現
在
は
王
法
仁
義
の
道
を
歩
み
、
当
来
は
弥
陀
の
浄
土
へ
往
生
す
る
こ 

と
を
期
せ
よ
と
す
る
の
で
あ
る
。

現
在
と
未
来
を
こ
の
よ
う
に
截
然
と
区
別
す
る
こ
と
は
、 

信
心
に
立
っ
て' 

現
在
を
見
返
す
と
い
う
こ 

と
を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

元
来
、
信
心
は
、
現
在
へ
の
批
判
、
現
実
の
相
対
化
を
つ
ね
に
孕
む
も
の
で
あ
る
。

信
心
と
は
、
「
煩 

悩
具
足
の
凡
夫
・
火
宅
無
常
の
世
界
は
よ
ろ
ず
の
こ
と
み
な
も
て
そ
ら
ご
と
た
わ
ご
と
ま
こ
と
あ
る
こ
と
な
き
」
(

『
歎
異
抄
』)

と
現
実
を 

否
定
的
あ
る
い
は
批
判
的
に
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆

に

「
た
だ
念
仏
の
み
ぞ
ま
こ
と
に
て
お
わ
し
ま
す
」
(

同)

と
仏
道
に
向
っ
て 

一
筋
に
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
真
宗
は

、

こ
の
よ
う
な
否
定
の
精
神
を
本
来
う
ち
に
か
か
え
て
い
る
。

そ
の
意
味 

に
お
い
て
、
明
治
の
宗
門
が
門
末
に
説
い
た
真
俗
二
諦
論
は
、
真
宗
が
本
来
有
し
て
い
る
否
定
の
精
神
を
中
和
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
既
存 

の
現
実
を
限
り
な
く
容
認
し
て
い
く
方
向
を
開
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
宗
門
の
真
俗
二
諦
論
が
あ
る
一
方
で
、
や
が
て
清
沢
は' 

独
自
の
二
諦
説
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
の
背
景
に
、
 

宗
門
と
対
決
し
て
き
た
清
沢
に
お
け
る
回
心
の
体
験
が
あ
る
。

「
回
想
す
。

明
治
二
十
七
・
ハ
年
の
養
痫
に
、

人
生
に
関
す
る
思
想
を
一 

変

し

、

ほ
ぼ
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
得
た
り
」(

『
当
用
日
記
』)

。

こ
の
よ
う
に
彼
は
そ
の
回
心
を
告
白
し
て
い
る
。

禁
欲
生
活
の
結
果
、
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・明
治
二
七
年
に
結
核
に
か
か
り
、
療
養
生
活
に
入
る
が
、
清
沢
は
そ
こ
で
大
き
な
精
神
的
転
回
を
体
験
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
精
神
的
転 

回
が' 

先

の

「報
恩
講
日
記
」

の
二
諦
理
解
と
ち
が
っ
た
方
向
に
清
沢
を
導
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

回
心
後
ま
も
な
く
の
清
沢
に
、
真 

俗
二
諦
に
つ
い
て
主
題
的
に
述
べ
た
文
章
は
な
い
。

し
か
し
彼
は
、
親

鸞

の

「
非
僧
非
俗
」

の
生
活
に
真
宗
俗
諦
の
趣
旨
を
見
出
し
て
い 

た
と
思
わ
れ
る
。

或
問
。

衣
儀
服
装
、
真
に
関
心
す
る
に
足
ら
ざ
る
か
。

子

の

麻

衣

鼠(

或
は
白)

服
、

こ
れ
何
の
意
ぞ
や
。

答
日
。

外

俗

内

僧(

非
僧
非
俗)

の
身
ま
た
俗
諦
勤
険(

素
朴)

の
旨
義
を
留
心
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

衣
服
飲
食
こ
の
点
に
お
い
て
そ 

の
取
捨
あ
り
。

し
か
し
て
彼
の
麻
白
の
如
き
は
蓋
し
以
て
険
素
の
意
を
達
せ
ん
と
す
る
一
端
な
り
。
飲
食
に
お
い
て
も
ま
た
去
奢
削 

多
の
法
を
求
め
て
止
ま
ず
。
断
食
を
試
み
た
る
が
如
き
、
ま
た
以
て
こ
の
研
究
に
益
せ
ん
と
し
た
る
の
み
。

住
家
装
飾
等
ま
た
漸
く 

稽
考
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
。 

(

明
治
二
八
年
一
・
月
一
八
日
「
保
養
雑
記
」
，
『
全
集
』V

・
六
ハ
頁) 

こ
の
自
問
自
答
は
、
親
鸞
の
非
僧
非
俗
の
生
活
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
い
る
。

こ
こ
で
清
沢
は
、
 

非
僧
非
俗
を
外
俗
内
僧
と
解
し
て
、
 

俗

諦

の

実

践

を

「
勤
険
」
す
な
わ
ち
勤
勉
と
節
険
の
生
活
の
な
か
に
み
て
い
る
。

そ

こ

で

「
去
奢
削
多
」
あ

る

い

は

「
断
食
」
な
ど
の
彼 

の
ミ
ニ
マ
ム
・
ポ
シ
ブ
ル
の
実
験
は
、

こ
の
点
に
お
い
て
意
義
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
は
俗
諦
の
意
義
を
親
鸞
の
生
活
そ
れ
自
体
の 

な
か
か
ら
直
接
に
読
み
と
ろ
う
と
す
る
。

そ
の
是
非
は
と
も
か
く
、

こ
の
よ
う
な
俗
諦
論
の
方
向
に
、
宗
門
の
儒
教
的
な
俗
諦
論
と
ち
が 

っ
た
も
の
を
み
る.
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
ち
が
い
は
、
真
俗
二
諦
の
相
方
の
あ
い
だ
に
時
差
を
認
め
ず
、
同
時
的
な
も
の
と
し
て
把
え
て 

い
る
と
こ
ろ
・
に
も
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

仏
者
は
同
時
に
二
種
の
世
界
に
住
す
る
者
た
る
を
要
す
。

二
種
の
世
界
と
は
何
ぞ
や
。
或
い
は
世
間
、
出
世
間
と
謂
ふ
べ
く
、
或
い 

は
真
諦
、
俗
諦
と
謂
ふ
べ
く
、
或
い
は
絶
対
、
相
対
と
謂
ふ
べ
く
、
或
い
は
有
限' 

無
限
と
謂
ふ
べ
し
。

(
「
仏
教
者
蓋
自
重
乎
」
明
治
三
一
年
一
月
発
行
『
教
界
時
言
』-

『
全
集
』

IV-

三
三
七
頁) 

こ
の
・
よ
う
な
同
時
的
な
二
諦
理
解
は' 

真
俗
二
諦
を
信
心
の
両
面
に
み
て
い.
こ
う
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
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天
道
心
は
真
諦
な
り
。

人
道
心
は
俗
諦
な
り
。
真
俗
二
諦
は
相
依
相
対
の
道
心
な
り
。

:

、
一
真
諦!

信
他
力 

不
怨
天

道

、り・
一
俗
諦
——

尺

自

力

不

尤

天

(

『
臘
扇
記
』
明
治
三
一
年
一 

ー
月
一
八
日
・
『
全
集
』
切

・
四
一
三
頁) 

と
い
う
相
資
相
依
的
な
二
諦
理
解
と
軌
を
一
に
す
る
。

こ
こ
に
俗
諦
案
内
説
に
至
る
必
然
性
が
看
取
さ
れ
る
。

わ

道

徳

宗

教

の

目

的

と
こ
ろ
で
こ
の
頃' 

宗
門
で
は
、
新

法

主

と

な

っ

た

大

谷

光

演(

彰
如
・
句
仏)

が
東
京
に
留
学
し' 

ま
た
連
枝
の
大
谷
勝
信
、
螢
城
が 

そ
れ
ぞ
れ
台
湾
に
開
教
の
た
め
渡
航
す
る
。

新
法
主
は
、
上
京
に
あ
た
っ
て
、
宗
門
の
機
関
誌
に
、
自
ら
の
決
意
を' 

態
ト
申
入
候
。
今
度
予
ハ
東
京
二
留
学
致
候
テ
、
高
徳
碩
学
ニ
接
シ
、
自
身
ノ
知
徳
ヲ
増
進
ス
ル
ト
共
一
一
帝
都
ー
ー
於
テ
先
ツ
二
諦
相 

依
ノ
祖
教
ヲ
殊
ニ
闡
揚
シ
、
御
垂
示
ノ
御
意
趣
ヲ
貫
徹
シ
テ
遂-
一
八
門
末
ヲ
シ
テ
不
忠
孝
タ
ル
ノ
人
ナ
ク
往
生
ノ
大
楽
ヲ
得
ル
人
タ 

ラ
シ
メ
ン
ト
期
シ
、
出
発
致
候
。
 

(

明
治
三
一
年
ハ
月
三
〇
日
「
常
葉
」
号
外) 

と

、

二
諦
相
依
の
教
義
を
宣
揚
し
、
忠
孝
の
道
を
説
く
こ
と
を
期
し
て
東
上
留
学
す
る
旨
を
示
す
。
当

時

、
新
法
主
の
東
京
留
学
を
め
ぐ 

っ
て
、
様
々
な
噂
が
飛
び
か
い
、
本
山
内
局
は
こ
れ
に
苦
慮
し
た
。

清
沢
は

、
「
以

而

青

年

信

徒

之

養

生

二

尺

力

-&
度
且
又
八
小
僧
布
教
之
補
翼
ヲ
依
頼
致
度
」
(

明
治
三
二
年
二
月
一
ー
〇
日
付
書
簡)

と
い
う
新 

法
主
彰
如
の
招
命
に
よ
り
、
病
軀
を
励
ま
し
て
東
上
し
、
本
郷
森
川
町
近
角
常
観
の
家
に
入
り' 

新
法
主
の
補
導
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
 

彼
に
は
新
法
主
に
寄
せ
る
並
々
な
ら
ぬ
期
待
が
あ
っ
た
。

こ
の
任
に
就
く
に
あ
た
っ
て
清
沢
は
、
そ
の
方
針
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
メ
モ
し
た.
。
 

吾
人
一
般
修
養
の
主
眼
。
政

治

、
法

律

、

一
切
世
間
の
制
度
は
皆
宗
教
の
為
な
り
。

宗
教
内
の
異
類
派
別
は
皆
真
宗
の
為
の
方
便
な 

り
。
真
宗
の
宗
門
組
織
一
切
の
施
設
は
皆
私
一
人
の
為
な
り
。

パ
ン
の
為
、
職
責
の
為
人
道
の
為
、
国
家
の
為
、
富
国
強
兵
の
為
に
、
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功
名
栄
華
の
為
に
宗
教
あ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。

人
心
の
至
奥
よ
り
出
ず
る
至
盛
の
要
求
の
為
に
宗
教
あ
る
な
り
。

宗
教
を
求
む 

べ
し' 

宗
教
は
求
む
る
所
な
し
。 

(

明
治
三
三
年
「
御
進
講
覚
書
」
・
『
全
集
』

VI- 

一
〇
九
頁) 

一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
メ
モ
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
自
己
一
身
の
問
題
こ
そ
宗
教
に
お
い
て
第
一
義
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と 

を
強
調
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、

「
二
諦
相
依
ノ
祖
教
ヲ
殊
ー
ー
闡
揚
シ:

：:

門
末
ヲ
シ
テ
不
忠
孝
タ
ル
ノ
人
」
な
か
ら
し
め 

ん
と
表
明
し
た
新
法
主
の
公
式
的
な
こ
と
ば
と
逆
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。

他
人
に
対
し
て
教
導
的
態
度
に
出
る
よ
り
も
、
ま
ず
私
自
身 

何
た
る
べ
き
か
を
問
題
に
せ
よ
、
と
い
う
の
が
清
沢
の
一
貫
し
た
持
論
で
あ
り
、
新
法
主
に
対
す
る
指
導
で
も
あ
っ
た
。

か
く
し
て
宗
教 

は

、
パ
ン
の
た
め
と
か
、
職
責
の
た
め
と
か
、
人
道
の
た
め
と
か
、
国
家
の
た
め
と
か
、
富
国
強
兵
の
た
め
だ
と
か
い
う
よ
う
な
功
利
的 

目
的
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

自
身
内
奥
の
精
神
的
要
求
に
応
え
る
た
め
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
い
わ
れ
る
。

「
至
盛
の
要
求
の
た
め 

に
宗
教
あ
る
な
り
」
と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
は
そ
れ
以
外
の
目
的
の
た
め
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
清
沢
の
主
張
に
は
、
明 

治
仏
教
を
特
徴
づ
け
た
護
国
主
義
的
な
思
想
、
報
国
の
思
想
は
な
い
。
世
間
の
論
調
で
は' 

仏
教
が
伝
播
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
運
の
消 

長
を
み
て
、
仏
教
は
消
極
的
な
効
果
し
か
な
い
と
断
ず
る
論
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
仏
教
側
は
、
そ
の
よ
う
な
世
間
の
批
判
を
前
に
し 

て
、
仏
教
国
益
論
を
も
っ
て
答
え
、
国
策
協
力
に
よ
っ
て
そ
の
主
張
を
証
し
よ
う
と
し
た
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
大
谷 

派

宗

門

も

ま

た

「本

尊

崇

敬

・
天

牌

安

置

・
二

諦

相

依

・
天
恩
大
切
」(

門
跡
直
命)

を
掲
げ
、

一
身
を
国
家
に
投
げ
う
ち
、

忠
勤
を
尽
す 

べ
き
こ
と
を
門
末
に
呼
び
か
け
た
。

明
治
中
期
に
頻
発
さ
れ
た
垂
示
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
真
俗
二
諦
論
は
、

こ
の
よ
う
な
宗 

門
の
立
場
を
支
え
る
理
論
的
支
柱
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
仏
教
は
、
世
間
の
論
者
の
い
う
よ
う
に
、
消
極
的
な
効
果
し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
未
来
に
向
っ
て
前
進
し
、
発
展
し
て
い
こ 

う
と
す
る
人
類
に
と
っ
て
、
何
ら
の
積
極
的
な
効
果
も
も
た
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
教
界
時
言
』
を
廃
刊
し
た
明
治
三
一
年
ご
ろ
か
ら
、
 

清
沢
は
、
自
己
実
存
の
問
題
と
し
て
宗
教
に
つ
い
て
考
え
る
立
場
が
一
層
深
ま
り
、
改
め
て
道
徳
宗
教
の
意
味
に
つ
い
て
思
索
を
め
ぐ
ら
す
。
 

故
に
進
化
と
は
如
何
、
退
化
と
は
如
何
と
い
は
ヾ
、
彼
の
絶
対
無
限
に
到
達
す
る
行
程
が
進
化
に
し
て' 

之
に
背
施
す
る
行
動
は
退
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化
と
い
ふ
可
き
の
み
。

而
し
て
尚
ほ
精
密
に
之
を
尋
ぬ
れ
ば
、
進
化
退
化
は
、
直
接
に
は
個
人
上
の
実
行
に
対
す
る
言
に
し
て
、
之 

を
集
合
体
に
適
用
す
る
は
、
間
接
の
応
用
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

吾
人
は
此
の
如
く
善
悪
の
標
準
を
究
得
し
た
り
。

而
し
て
道
徳
宗
教
の
要
は
、
絶
対
無
限
に
到
達
せ
し
む
る
に
あ
る
こ
と
を
審
に 

せ
り
。
是
に
於
い
て
か
、
仏
教
の
効
果
は
消
極
的
な
り
や
否
や
の
問
題
に
就
い
て
回
想
す
可
し
。
仏
教
は
由
来
道
徳
宗
教
を
以
て
其 

の
任
と
す
る
も
の
、

こ
れ
を
他
事
の
為
に
せ
し
め
ん
と
す
る
は
、
要
論
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

(

明
治
三
一
年
九
月
・
ニ
ー
月
発
行
『
無
尺
燈
』
「
仏
教
の
効
果
は
消
極
的
な
る
乎
」
・
『
全
集
』

VI-

四
四
六
頁) 

仏
教
は
人
間
を
何
処
に
向
っ
て
歩
ま
せ
よ
う
と
す
る
の
か
。
基
本
的
に
は
絶
対
無
限
に
向
っ
て
歩
ま
し
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ 

こ
に
道
徳
宗
教
と
し
て
の
仏
教
の
任
が
あ
る
。
絶
対
無
限
へ
と
進
ま
し
め
る
か
、
そ
こ
か
ら
退
か
し
め
る
か
。

こ
の
一
点
に
善
悪
の
標
準 

が
あ
る
。

そ
し
て
絶
対
無
限
に
進
ま
し
め
る
こ
と
の
他
に
効
果
を
求
め
る
こ
と
は
仏
教
の
本
旨
で
は
な
い
——

。
絶
対
無
限
と
い
う
語
は
、
 

仏
教
の
究
極
的
真
理
で
あ
る
涅
槃
や
如
来
な
ど
の
異
名
で
あ
り'

『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
(

明
治
二
五
年)

以
来
の
清
沢
の
基
本
語
で
あ
る
。

ま 

た
、
進
化
論
は
、
当
時
の
社
会
を
席
巻
し
た
思
想
で
あ
る
が
、

こ

れ

に

つ

い

て

清

沢

は

「
仏
教
と
進
化
論
」(

明
治
二
八
年
一
ニ
月
〜
二
九
年 

二
月
『
無
尽
燈
』)

な
ど
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
論
稿
を
書
い
て
か
ら
二
、
三
年
後
の
い
ま
、

清
沢
は

、

進
化
論
に
宗
教 

的
視
点
を
え
て
、
絶
対
無
限
に
到
達
す
る
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
進
化
で
あ
る
と
見
、
そ

こ

に

仏

教

の

「
大
積
極
的
の
希
望
」
を
予
想
す
る
。

こ 

の
視
点
に
立
て
ば
、
道
徳
宗
教
と
は
、
絶
対
無
限
へ
と
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
人
間
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
論
は
、
真
諦
と
俗 

諦
の
関
係
に
あ
て
は
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

両
者
を
併
立
的
に
み
る
一
般
的
な
見
方
と
は
ち
が
っ
て
、
相
対
有
限
の
俗
諦
の
実
行
を
、
絶 

対
無
限
の
真
諦
の
信
仰
へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
み
る
見
方
で
あ
る
。
清
沢
の
俗
諦
案
内
説
は
こ
の
見
方
の
上
に
あ
る
と
い
え
る
。

〇

俗

諦

論

の

帰

趨

明

治

三

六

年

五

月

発

行

の

『
精
神
界
』

に
清
沢
は
、
「
宗

教

的

道

徳(

俗
諦)

と
普
通
道
徳
と
の
交
渉
」
を
発
表
し
た
。

こ
の
論
稿
は
、
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先
に
発
表
し
た
」
倫
理
以
上
の
安
慰
」

お

よ

び

「倫
理
以
上
の
根
拠
」

の
論
の
あ
と
を
受
け
な
が
ら
、
当
時
、
宗
門
の
内
外
で
広
く
唱
え 

ら
れ
て
い
た
真
俗
二
諦
論
を
厳
し
く
批
判
し
、
俗
諦
の
本
義
を
身
を
も
っ
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
、

こ
の
稿
の
冒
頭 

で
、

清
沢
が
暁
烏
に
宛
て
た
書
簡
の
一
節
を
紹
介
し
た
が
、

そ
の
な
か
で
清
沢
は
、
「
我
が
信
念
」

が
真
諦
の
安
心
の
実
感
の
極
致
を
端 

的
に
告
白
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
 

こ
の
俗
諦
義
の
論
稿
が
多
少
学
問
的
根
拠
を
押
え
た
も
の
で
あ
る
と
表
明
し
て
い
る
。
 

こ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
清
沢
は
、
真

宗

俗

諦

の

根

拠

を

『
大
無
量
寿
経
』

下

巻

の

悲

化

段(

三
毒
・
五
悪
段)

の
教
説
に
求
め
、
と
く
に 

三

毒

段

の

な

か

の

「
宜
各
勤
精
進
、
努
力
自
求
之
」
と

「
努
力
勤
修
善
、
精
進
願
度
世
」

の
二
文
を
眼
目
で
あ
る
と
押
え
て
い
る
。
す
で 

に
清
沢
は
、

先
に
示
し
た
よ
う
に
、

俗

諦

を

「
尺
自
力
、

不
尤
人
」

と
す
る
宗
教
的
見
地
を
得
て
い
た
が
、
『
大
無
量
寿
経
』

の
こ
の
二 

つ
の
経
文
は
、
そ
の
宗
教
的
見
地
た
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
犬
無
量
寿
経
』

悲
化
段
の
教
説
は
、
古

来

、
第

十

八

願

の

抑

止

文

で

あ

る

「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」

を
詳
し
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る 

と
い
わ
れ
る
。
親
鸞
は' 

こ
の
抑
止
文
に
つ
い
て
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』

本
の
な
か
で
、
「
唯
除
と
い
う
は
、
た
だ
の
ぞ
く
と
い
う
こ
と
ば 

な
り
。

五
逆
の
つ
み
び
と
を
き
ら
い
、
誹
謗
の
お
も
き
と
が
を
し
ら
せ
ん
と
な
り
。

こ
の
ふ
た
つ
の
つ
み
の
お
も
き
こ
と
を
し
め
し
て
、
 

十
方
一
切
の
衆
生
み
な
も
れ
ず
往
生
す
べ
し
と
し
ら
せ
ん
と
な
り
」
と
い
い
、

こ
の
文
が
罪
悪
の
衆
生
を
本
願
に
誘
引
せ
ん
た
め
に
置
か 

れ
て
い
る
と
注
意
し
て
い
る
。
清
沢
は
、
そ
の
よ
う
な
教
意
を
、
悲
化
段
の
こ
の
二
つ
の
経
文
の
な
か
に
読
み
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼 

が

本

稿

で

説

く

所

謂

「
俗
諦
案
内
説
」

は
、
そ
の
も
と
を
尋
ね
れ
ば
、
悲
化
段
の
教
意
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
書
簡 

は' 

そ
の
こ
と
を
押
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
清
沢
は
、
書
簡
の
な
か
で
、

こ

の

悲

化

段(

三
毒
・
五
悪
段)

を
善
悪
段
と
呼 

び

、
そ
の
う
ち
の
三
毒
段
を
総
説
段
と
し
、
五
悪
段
を
別
説
段
と
科
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
倫
理
善
悪
の
問 

題
と
終
始
厳
し
く
対
決
し
て
き
た
清
沢
に
し
て
開
く
こ
と
の
で
き
た
独
自
の
見
解
で
あ
ろ
う
。

本
文
に
入
ろ
う
。

こ
の
論
稿
は' 

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
し
て
二
五
枚
程
度
の
短
か
い
文
章
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
清
沢
自
身
に
お
け

⑤

る
宗
教
的
信
境
の
展
開
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
俗
諦
観
の
趣
意
を
う
か
が
う
た
め
に
は
、
本
稿
の
内
容
を
丁
寧
に
た
ど
ら
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。

し
か
し
い
ま
は
紙
数
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
処
を
二
ゝ
三
紹
介
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
 

ま
ず
前
半
で
清
沢
は
、
俗

諦
(

宗
教
的
道
徳)

と
普
通
道
徳
と
を
截
然
と
し
て
区
別
す
る
。

立
派
な
行
い
を
目
的
と
す
る
一
般
普
通
の
道
徳
と
真
宗
の
俗
諦
と
は
、
大
い
に
そ
の
趣
き
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

言
葉
を
換
え 

て
い
え
ば
、
立
派
な
行
い
を
し
よ
う
が
、
劣
悪
な
る
行
い
を
し
よ
う
が
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
で
も
構
わ
な
い
。
真
宗
の
俗
諦
の
教
は
、
 

そ
ん
な
と
こ
ろ
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
い
。

し
か
ら
ば
真
宗
の
俗
諦
の
目
的
は
い
か
な
る
点
に
あ
る
か
。

そ
の
実
行
の
出
来
難
い 

事
を
感
知
せ
し
む
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
 

(
『
全
集
』5
=
1

ニ
ニ
頁) 

世
間
や
宗
門
で
は' 

一
般
普
通
の
道
徳
と
俗
諦
は
ほ
ぼ
同
一
視
さ
れ
た
。

と
く
に
清
沢
が
在
世
し
た
明
治
期
に
お
い
て
、
俗
諦
は' 

儒 

教
的
な
仁
義
忠
孝
の
道
徳
を
勧
め
る
も
の
と
し
て
宗
門
に
唱
道
さ
れ
、
ま
た
門
末
に
流
布
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
世
間
通
途
の
俗
諦
論
に 

対
し
て
、
真
宗
の
俗
諦
門
が
開
か
れ
た
本
意
は
、
け
っ
し
て
そ
の
よ
う
な
道
徳
を
勧
め
る
た
め
で
は
な
く
、
そ
の
目
的
は
、
逆
に
道
徳
の 

実
行
で
き
な
い
こ
と
を
私
た
ち
に
感
知
せ
し
め
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

で
ほ
、
俗
諦
の
教
は
、

こ
れ
を
感
知
し
た
者
を
何
処
に
向
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
か
。

俗
諦
の
教
は
そ
の
実
行
の
出
来
難
き
が
た
め
に
、

い
よ
い
よ
無
限
大
悲
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
深
か
ら
し
む
る
が
目
的
で
あ
る
。

… 

…
未
だ
真
諦
の
信
心
は
獲
得
出
来
ず
と
も
、
と
も
か
く
倫
理
道
徳
と
し
て
真
宗
の
俗
諦
の
実
行
を
勉
む
る
よ
う
な
場
合
に
、
そ
れ
が 

つ
い
に
真
諦
の
信
心
を
獲
得
せ
し
む
る
案
内
と
な
る
の
で
あ
る
。
 

(

「
同
」

ニ
ニ
〇
頁) 

こ
れ
は
、
倫
理
道
徳
の
問
題
に
苦
し
み
、
宗
教
的
信
に
到
達
し
た
清
沢
の
実
験
か
ら
獲
得
さ
れ
た
知
見
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
俗 

諦
の
教
は
、
私
た
ち
が
真
諦
の
門
に
入
る
た
め
に
施
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
俗
諦
は
、
真
諦
へ
の
否
定
媒
介
と
し
て
の
役
割 

を
は
た
す
の
で
あ
る
。

「
真
諦
の
信
心
を
獲
得
せ
し
む
る
案
内
」
と
い
う
語
は
、

佐
々
木
月
樵
に
案
内
説
と
い
わ
れ
た
清
沢
の
そ
の
俗
諦 

観
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

故
に
こ
の
俗
諦
の
教
を
以
て
績
極
的
に
人
道
を
守
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
と
か
、
国
家
社
会
を
益
す
る
も
の
で
あ
る
と
か
い
う
よ
う
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に
思
う
は
大
な
る
見
当
違
い
で
あ
る
。
勿
論
王
法
を
本
と
し
、
仁
義
を
先
と
し
て
教
え
ら
れ
ば
、

い
く
ら
か
そ
の
実
行
を
な
す
事
も 

あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
む
し
ろ
付
け
た
り
の
事
で
、
そ
れ
よ
り
は
そ
の
実
行
出
来
な
く
な
っ
た
処
が
、
以
上
の
教
の
主
要
で
あ 

る
の
で
あ
る
。 

(

「
同
」
ニ
ニ
三
頁) 

こ
の
頃
の
通
念
的
な
理
解
で
は
、
俗
諦
の
教
は
、
人
道
を
説
く
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
清
沢
は
そ
れ
は
誤
り
で
、
俗
諦
は
人 

道
で
は
な
く
仏
道
を
開
く
た
め
に
説
か
れ
る
の
だ
と
い
う
。

そ
し
て
こ
こ
に
、

一
般
に
流
布
し
た
俗
諦
国
益
論
が
批
判
さ
れ
る
。
と
い
っ 

て
も' 

宗
教
的
信
念
を
得
た
者
が
国
家
社
会
の
一
員
と
し
て
、
現
実
社
会
の
倫
理
的
要
請
に
応
ず
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が
批
判
さ
れ 

る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
俗
諦
義
を
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

右
の
一
節
に
、
「
王
法
を
も
て
本 

と
し
、
仁
義
を
さ
き
と
し
て
、
世
間
通
途
の
儀
に
順
じ
て
、
当
流
の
安
心
を
ば
内
心
に
ふ
か
く
た
く
わ
え
て
」(

『
お
文
』
三
・
一
ニ)

と
い 

う
こ
と
ば
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
清
沢
は

、
「
宗
教
的
信
念
の
必
須
条
件
」(

明
治
三
四
年
一 

ー
月
『
精
神
界
』)

の
な
か
で
、

こ
の
蓮
如
の
こ 

と

ば

を

「
も
っ
と
も
あ
り
が
た
い
規
矩
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
い
っ
て
い
る
。

し
か
し
先
の
一
節
を
読
む
か
ぎ
り
で
は
、

こ
の
蓮
如
の 

王
法
為
本
・
仁
義
為
先
の
教
え
も
、
自
己
の
現
実
に
立
ち
返
る
と
き
、
そ
の
実
行
は
け
っ
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
強
調
さ
れ
て
い 

る
の
が
わ
か
る
。
わ
ず
か
一
、

二
年
の
あ
い
だ
に
、
清
沢
が
自
力
無
効
の
現
実
を
さ
ら
に
厳
し
く
把
握
し
た
こ
と
が
想
わ
れ
る
。
 

以
上
、
私
は
、
所
謂
案
内
説
の
名
で
呼
ば
れ
る
清
沢
の
俗
諦
義
に
つ
い
て
、
そ
の
側
面
か
ら
尋
ね
て
み
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
明 

治
中
期
に
宗
門
で
流
布
し
て
き
た
真
俗
二
諦
論
と
清
沢
の
俗
諦
義
と
の
あ
い
だ
に
は
無
視
で
き
な
い
関
係
が
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
彼 

の
俗
諦
観
は
、
倫
理
道
徳
と
の
厳
し
い
対
決
を
通
し
て
、
真
宗
の
教
を
聞
く
な
か
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
を
因
由
と 

す
れ
ば
、
そ
の
縁
由
と
な
っ
た
の
は
、
垂
示
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
宗
門
の
真
俗
二
諦
論
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
 

従
来
こ
の
外
縁
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
関
心
が
十
分
に
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
側
面
に
着
眼
す
る
こ
と
も
大
切
な 

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
小
論
は
、

こ
の
側
面
を
少
し
く
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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註①
 

中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
上
巻
七
八
四
頁
。

② 

「
消
息
」
の
内
容
は
、

「
当
流
は
二
諦
真
俗
の
宗
風
に
し
て
、
内
に
仏
法
を
信
じ
外
に
王
法
を
つ
と
め
人
倫
五
常
の
世
教
を
も
相
弁
ヘ
候
こ
と
、
触
光
柔
軟
の
自
然 

の
法
理
に
し
て
高
祖
已
来
の
宗
則
な
り
」

で
あ
り
、
「
五
箇
条
篇
目
の
消
息
」
は
、

「
そ
れ
宗
教
ま
ち
ま
ち
な
り
と
雖
も
如
説
に
修
行
せ
ん
人
は
そ
の
益
む
な
し
か
ら
ず
、
就
中
真
宗
は
教
を
真
俗
の
間
に
建
て
、

人
倫
を 

守
り
人
道
を
履
み
て
而
も
来
世
の
得
脱
を
期
す
る
二
諦
相
依
の
宗
教
な
り
」 

と
い
う
内
容
で
あ
る
。(

参

照

『
真
宗
大
辞
典
』
巻

二

・
ー
ニ
四
三
頁)

。

③
 

参

照

『
下
層
社
会
探
訪
集
』(

現
代
教
養
文
庫)

社
会
思
想
社
三
〇
頁
。

④ 

曾
我
量
深
『
中
道
』

73(
弥
生
書
房)

。

⑤ 

西
村
見
暁
氏
は
、

こ
の
論
稿
に
お
け
る
宗
教
的
信
境
の
展
開
を
五
段
階
に
分
け
て
み
て
お
ら
れ
る
。

参

照

『
清
沢
満
之
先
生
』(

法
蔵
館)

ハ
頁
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